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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和５年３月３日（金）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．１番 柴田一雄 

                   ２．６番 菅沼 淳 

                   ３．17番 神谷里枝 

                   ４．７番 土屋和幸 

                   ５．18番 二橋益良 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で、御報告いたします。 

 ここで副議長より挨拶を申し上げます。 

○副議長（竹内祐子） おはようございます。副議

長の竹内祐子でございます。 

 皆様にはいつも議会に関心を寄せいただき、あり

がとうございます。議会を代表して、お礼を申し上

げますとともに一言御挨拶を申し上げます。 

 初めに、２月14日、97歳で御逝去されましたトヨ

タ自動車名誉会長で名誉市民の御挨拶を豊田章一郎

様の御冥福をお祈り申し上げます。 

 １月18日には、熱海市伊豆山で発生した土石流災

害で行方不明になられておられました太田和子さん

の遺骨が１年７か月ぶりに発見されたというニュー

スが入ってまいりました。私は、安堵いたしました

家族の下に太田さんがお帰りになられたこと本当に

嬉しく思います。太田和子さんの御冥福をお祈り申

し上げます。 

 ２月16日にふじのくに農地有効活用シンポジウム

がグランシップで開催されました。令和４年度の農

地集積・集約化部門ですこやかファーム湖西さんと

農地耕作放棄地再生部門で白須賀の谷中正博さんが

最優秀賞を受賞されました。おめでとうございます。 

 すこやかさんは、障害をお持ちの方の就労支援事

業として平成25年に設立され、利用者とスタッフが

協力して、野菜生産、販売を行っています。ほとん

ど自力で荒廃農地の再生を行い、生産物は全国の量

販店、ファーマーズマーケットのほか、ネット販売

をされています。 

 生産された野菜の評価は高く、社食への提供や原

材料の供給など、地域企業との連携も進んでいまし

た。 

 農業を始めて10年になりますが、多くの方々に支

えられ、感謝しているという事例発表でした。 

 谷中正博さんは、20年間ガーベラを生産していた

のですが、施設花卉から野菜への転換を図ったとい

う報告でした。 

 谷中さんは農地を借りるにも苦労されていました。

６ヘクタールの荒廃農地を再生し、露地野菜を生産

していることが周辺の農家の目にとまり、今では取

組が評価されて、新たな農地を借り受ける話が来て

いるそうです。 

 多品目生産や加工品への取組、規模拡大に伴い、

45人を雇用し、地域の雇用先として貢献しているこ

とが評価されておりました。 

 湖西市の農業の様子が見えにくい中、２人の受賞

で、雇用拡大する農業へと未来を感じました。 

 市議会は、商業、工業、農業とバランスの取れた

まちづくりをこれからも応援してまいります。 

 さて本日は３日間にわたり、15人の議員が一般質

問を行います。 

 一般質問は行政のチェックを行うとともに、市政

発展を目指すものです。お時間の許される限り、１

人でも多くの方々の傍聴とＹｏｕＴｕｂｅ等の視聴

をお願い申し上げて、私の挨拶とさせていただきま

す。本日はありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 挨拶は終わりました。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 今回、15名の議員の一般質問が通告されておりま

す。 

 一般質問の日程を本日から３日間予定しておりま

すので、本日５名、６日に５名、７日に５名の一般

質問を行うことといたします。 

 予定された３日間の日程で、全ての一般質問が終

えられるよう、質問者及び答弁者の御協力を強くお

願いいたします。 

 本日の質問順序は、受付順により、１番 柴田一

雄君、２番 菅沼淳君、３番 神谷里枝さん、４番 

土屋和幸君、５番 二橋益良君と決定いたします。 

 また、柴田一雄君の一般質問に対する答弁の参考

資料として、当局より資料配付を求められましたの
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で、これを許可しております。 

 資料はあらかじめ配付させていただいております

ので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、１番 柴田一雄君の発言を許します。 

  〔１番 柴田一雄君登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、１番 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） １番 柴田一雄です。通告書

に従いまして一般質問を行います。 

 主題は、観光事業の現況と課題についてです。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、2010年３月

23日に湖西市と新居町が合併して以降、市内では、

湖西市観光協会と新居町観光協会が活動を続けてき

ましたが、令和４年４月統合により、新たに湖西・

新居観光協会としてスタートいたしました。 

 世界的な新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

観光産業や観光地に大きな影響が及ぼされている現

在、観光庁が全国旅行支援と併せて、ポストコロナ

に向けた観光地再生の取組を強力に支援することを

発表するなど、国を挙げての観光産業の再生に動き

出しています。 

 広報こさい１月号の冒頭の影山市長の新年の御挨

拶には、本年も４つの事業の柱が紹介され、観光シ

ティプロモーションについて、新居弁天地域の再整

備により、年間を通じてさらなるにぎわいを生み出

し、舟運や地元特産品マルシェなど、地域一体とな

った観光誘客と記されており、今般の３月定例会の

開会に先立って行われました市長施政方針において

も述べられたところであります。 

 さらに、１月31日の湖西市ホームページでは、今

後の当市の観光事業の中核を担うと想定される新居

弁天公園整備管理運営事業について、設置等予定者

が決定した旨の報告がありました。 

 浜名湖一帯に視野を広げてみますと、来年2024年

には、静岡県と浜松、湖西の両市、そして農林水産、

商工などの各業界や運輸事業者など約30団体が実行

委員となり、人・自然・テクノロジーの架け橋～レ

イクハマナデジタル田園都市をテーマに、浜名湖花

博20周年記念事業の開催が予定されております。 

 今後ますます注目を浴びると思われます浜名湖に

おいて、当市の観光事業は無限の可能性を持ってい

ると考えます。 

 質問の目的ですが、観光事業における現況と課題、

そして、今後の発展について確認をさせていただき

ます。 

 質問事項に入りたいと思います。 

 新居弁天公園整備・管理運営事業者決定までの経

緯を教えてください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 太田英明登壇〕 

○産業部長（太田英明） 議長に御承認を得まして、

新居弁天公園整備に関する資料を配付をさせていた

だいております。 

 それでは、お答えをさせていただきます。 

 令和３年７月に行ったサウンディング型市場調査

を経まして、新居弁天公園の整備・管理運営につい

ての第１回目の事業者公募を令和４年２月１日から

約１か月の募集期間で行いました。１事業者からの

応募がありましたが、事業者選定には至りませんで

した。 

 この結果を踏まえ、サウンディング参加事業者な

どの意見や先行事例などを参考に公募指針を再考し、

応募資格要件の緩和、受付期間を令和４年６月30日

から12月20日まで約６か月間に延長するなど見直し、

第２回の公募を行いました。この結果、１事業者か

らの応募があり、書類審査を経て、令和５年１月27

日に選考委員会を開催しました。 

 国や県、学識経験者などの選考委員６名による審

査の結果、地元事業者を中心とした新居弁天公園観

光促進共同事業体が本事業の優先交渉権者設置等予

定者として選定をされたところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） よく理解することができまし

た。 

 非常に難しい事業でありますし、公募に際しても、

公募指針の再考を迫られたり、応募資格、要件の緩

和の実施、そしてさらには選考につきましては６名

の選考委員による選考など、しっかりプロセスを踏

んで決定されたことが理解できました。 
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 それでは、提案のあった事業概要について、可能

な範囲で構いませんので説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 配付をさせていただいた資料を御覧ください。 

 現時点での整備計画の概要について説明をさせて

いただきます。 

 再整備を行う場所は浜名湖の今切口に面した新居

弁天公園で、拡大写真がありますが、その太枠で囲

んだ、①番から⑤番までが整備対象地域となります。 

 この地を年間を通じてにぎわいが生まれ、市内外

から人が集う魅力のある観光拠点に再整備をするも

のでございます。 

 具体的な整備計画としましては、①のイベントマ

ルシェエリア、ここは砂浜の海水浴場近くのエリア

になります。ここではキッチンカースペースを用意

し、ベンチスペースを設置をします。 

 今後は市や商工会なども連携をし、地元グルメや

地元特産品を販売するマルシェやイベントなどの開

催なども計画をしていきたいというふうに聞いてお

ります。 

 ②、③につきましては、キャンプ、林間ピクニッ

ク広場のエリアです。 

 現在の熱帯植物園になりますが、木々が立ち並ぶ

自然を生かしたビジターキャンプ、また車が乗り入

れることができるオートキャンプ、ペット同伴キャ

ンプなど利用者のニーズに合わせたキャンプ場を設

置をする計画です。 

 ④がセンターエリアになります。 

 ランドマークとなるカフェや物販施設を備えたセ

ンターハウスを設置をするほか、このエリア内にも

キッチンカーとベンチスペースを用意するほか、新

居浜温泉の源泉を使った無料の足湯やドッグラン、

また、有料のプライベートドッグラン、シャワー施

設などを予定をしています。 

 センターハウス内ではカフェや地元食材を使用し

て軽食を提供し、軽微なキャンプ用品などの販売も

する予定と聞いております。 

 ⑤が駐車場のエリアになります。旧のわんぱくラ

ンドの西側エリアに200台分の有料駐車場を整備す

る計画となっております。遠州浜などにもアクセス

ができるような、そんな計画になっております。 

 そのほかになりますが、対象エリア外というふう

になりますが、隣接をする海湖館や海釣り公園との

一体的な活用や舟運などによるにぎわい創出にも意

欲的で、今後の展開が楽しみだというふうに感じて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 資料を拝見いたしますと、あ

くまでも計画提案の段階ということではございます

けれども、しっかりとした整備計画が提案されてお

り、浜名湖、そして新居弁天公園の持っているポテ

ンシャルがより引き出されるような要素が盛り込ま

れていると思います。これからの再開発を期待して

おります。 

 それでは、次の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですね、どうぞ。 

○１番（柴田一雄） 新居弁天公園の再開発事業に

おける今後のスケジュールについて教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 今後の予定ですが、３月10日に地元住民説明会を

開催する予定でございます。 

 開発予定事業者とともに事業概要についての説明

を行い、４月に公募設置等計画の認定、それから５

月の基本協定の締結を目指して事業を進めてまいり

ます。 

 また、事業者と開発区域・維持管理の配分につき

まして協議を重ね、開発に関わる法規制の手続など

も併せて事業推進してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 再質問になりますけれども、

供用開始はいつ頃を目標としているのか説明をお願

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） 現時点ではありますけれ

ども、和５年５月に基本協定の締結を目指しており

ます。 
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 基本協定締結後から整備を進めることになります

が令和６年３月には全ての整備を終えまして、供用

開始ができるように取り組んでまいりたいと聞いて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君、いかがですか。 

○１番（柴田一雄） 分かりました。 

 事務的な手続や法規制の手続など、時間を要する

ことも想定されますけれども、速やかに確実に事業

が展開されることを期待しております。 

 一方で今後の課題についてはどのように捉えてい

るのか、説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 令和３年度に実施をしました地元説明会では、来

訪者が増えることによる騒音問題などについて不安

視をするというような御意見をいただきました。 

 これらの課題につきましては、地域の方々の声を

公募指針に生かすとともに、開発予定事業者からも

これに沿いました提案が提出をされております。 

 ３月10日には、開発事業者も参加しての地元説明

会を予定しており、今後、再整備の事業概要や供用

開始後の施設運用などを丁寧に説明をさせていただ

き、住民の皆様に喜んでいただける施設になるよう

取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 騒音問題について不安視する

御意見もいただいたということでございますけれど

も、観光開発につきましては、これまでその地域で

日々の生活を送ってこられた方々にとりましては、

不便や不都合を伴うこともあるかと思います。 

 地元住民説明会におきましても、それぞれの住民

の立場に寄り添い、住民の方々の納得と共感を得た

中で事業が進められることを期待しております。 

 次の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○１番（柴田一雄） これまでは、新居弁天公園の

再開発事業について質問をさせていただきましたが、

市内全域における今後の観光振興をどのように考え

ているのか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 本再開発事業においては、新居弁天地域のにぎわ

いを創出するだけでなく、市内外から人が集う魅力

ある観光拠点に再整備することで市内全域につなが

るにぎわいづくりも目指しております。 

 新居関所周辺など、市内各所には魅力ある美しい

自然と町並みがありますが、今までの観光施策では

それらをうまくつなぐことができておらず、滞在時

間の短さが課題となっておりました。 

 今後活用が予定される海湖館桟橋と舟運事業によ

りまして、これらを線で結ぶことが可能となり、市

内全域にわたる活性化、さらには浜名湖周遊の仕組

みもでき上っていくことが期待されます。 

 現在、新居関所周辺では、若い事業者の方々によ

るカフェなどの出店が増えてきております。こうい

った自発的な地域の活性と舟運事業などが連動する

ことで、湖西市の目指す周遊が構築でき、滞在時間

の延長も少しずつ改善していくのではないかと考え

ております。 

 さらに、市内各地域の方々とも連携し、湖西市全

域へとつながるにぎわいの創出を目指してまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 分かりました。 

 海湖館桟橋と舟運事業の整備による市内全域にわ

たる活性化による新しい仕組みができ上っていくこ

とが期待され、にぎわいの創出、また滞在時間の延

長につなげるというような頼もしい答弁だったと理

解いたします。 

 それでは、具体的な方向性やイメージは決まって

いるのでしょうか、説明をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 具体的には静岡市用宗地区をイメージをしたまち

づくりを目指しております。 

 用宗地区もかつては漁業、観光業で栄えておりま

したけれども、人口の流出が避けられず、閑散とし
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た地域になっておりました。 

 ただ数年前から漁港の建物を再利用しての日帰り

温泉施設や古民家をリノベーションしたカフェや物

販などの施設を設置するなど、再整備が行われまし

た。ＳＮＳやマスコミなどを通じまして徐々に話題

となり、現在では移住者や新しい事業者の進出も増

え、まち全体が活性化をしてきております。 

 新居弁天地域も今回の開発をきっかけとして、新

たな事業者や移住者が増え、地域活性化が図られる

ことを期待しております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 分かりました。 

 静岡市用宗地区をイメージしているということで

すので、同じ静岡県内によいお手本があるというこ

とで、ぜひ取り入れるべきところは取り入れ、さら

に、湖西市の魅力を融合した地域活性化につながる

ことを期待しております。 

 次の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問になりますけど、

いいですね。 

○１番（柴田一雄） 来年2024年３月には、浜名湖

花博20周年記念事業の開催が予定されております。 

 静岡県知事が実行委員長を務め、湖西市、浜松市

の両市長が実行副委員長に名を連ねており、静岡県

を挙げての事業であると思います。 

 そこで、浜名湖花博20周年記念事業に向けての計

画はどのようになっているのか、説明をお願いいた

します。 

○議長（馬場 衛） 副市長。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 令和６年３月に開催される浜名湖花博20周年記念

事業においては、本市にも足を運んでいただけるよ

う事業を展開していきたいと考えております。 

 市内には、昭和の小堀遠州と呼ばれた造園家、中

根金作氏の庭園が複数あり、令和５年度には、湖

西・新居観光協会と連携して、市内の中根金作庭園

などの整備を実施いたします。 

 中根金作氏の設計された庭園のすばらしさを伝え

られるよう、庭園・植栽整備のほか、案内看板やパ

ンフレットの作成も予定しております。 

 また、静岡県と連携して、向島荷揚げ場と新居宿

場付近の２か所に桟橋を設置し、花博会場と海湖館

とを舟運で結ぶ事業を実施するほか、新居弁天公園

の再開発地において、地元の花や鉢植え等を販売す

るマルシェなどのイベント開催を計画しており、花

博20周年に併せて、多くの来訪者を迎え入れる準備

を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 分かりました。 

 中根金作庭園の整備や舟運事業、そしてマルシェ

などのイベント開催ということで副市長が就任当初

からお話をされていたような事業でもございますし、

非常にわくわくするような計画を立てているという

ことで理解をいたしました。 

 浜名湖花博20周年記念事業、こちらにつきまして

は、全国から多くの観光客の方々が見えられる事業

になると想像いたします。湖西市の名前がさらに全

国に、そして世界に響き渡ることを期待しておりま

す。 

 それに加えまして、浜名湖花博20周年記念事業と

して期間限定で終わってしまうのではなく、その後

も継続的に湖西市における観光の目玉の１つとなり

得るような事業計画を期待しております。 

 本日お伺いしました質問の答弁を総括いたします

と、湖西市の観光事業につきましては、今まさに変

革、次の時代への取組の時期が訪れており、新たな

観光事業へかじ取りが始まっている様子を理解する

ことができました。 

 湖西市の新たな時代の観光産業の発展に期待を寄

せて、私の一般質問を終わりたいと思います。あり

がとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、１番 柴田一雄君の

一般質問を終わります。 

 次に、６番 菅沼 淳君の発言を許します。 

  〔６番 菅沼 淳登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、６番 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ６番 菅沼 淳です。よろし

くお願いいたします。 
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 早速質問に入らせていただきますが、今回は、主

題が５つということで、前例がないということであ

りますが、それぞれの主題についての質問は１点か

２点でありますので、いつもどおりそんなに時間は

かからないと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 それでは、主題１、公共施設における喫煙環境の

整備について質問をさせていただきます。 

 質問をしようとする背景や経緯です。 

 これまで市民を代表する議会の構成員として、市

政に対する市民の声として質問をさせていただきま

した。いずれも現代社会においては、そうあるべき、

そうすべきとの思いからの質問でありましたが、検

討するという御答弁をいただいた後、現時点におい

てその検討の結果や進捗の状況が見えないものも多

くあります。 

 市民の代表として行っている質問であるため、市

民に対しても、その後の状況を明らかにする必要が

あると考え、再度確認の質問をさせていただくもの

であります。 

 今回、５つの主題がありますが、いずれも同様の

理由により質問をするものであります。 

 まず、公共施設における喫煙環境の整備について

は、令和元年６月、令和３年３月定例会において質

問を行い、令和３年３月定例会におけるたばこ税の

一部を活用し、公共の場所へ喫煙所を設置していた

だきたいという質問に対し、早急に実施しなければ

ならない事業に優先的に活用していきたい、設置に

ついては将来的に検討していきたいという答弁であ

りました。 

 令和元年の質問から約４年、令和３年３月の質問

から２年を経過いたしました。禁煙として、喫煙者

を排除するのではなく、喫煙する人としない人が共

存していくため、また、継続・安定的なたばこ税収

の確保においても分煙が重要であり、そのための環

境整備が必要な対策と考えることから、改めて現時

点の設置に関する検討の状況をお伺いいたします。 

 質問の目的です。 

 これまでの一般質問における検討結果や進捗の状

況を明らかにし、市政に反映するためということで

あります。 

 それでは質問です。 

 たばこ税の一部を活用した公共の場所への喫煙所

の設置について、現時点での検討の状況はどうであ

るのか、お伺いをいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 たばこ税は、個人市民税や固定資産税などと同様、

一般財源として、どのような事業にも充てることが

できる使い道が決められていない税金であります。 

 一方、市の税収には限りがあることから、新型コ

ロナウイルス対策など早急に実施しなければならな

い事業やＤＸ・カーボンニュートラルなど、重要な

事業を優先し、限られた財源を有効活用していきた

いと考えています。 

 したがいまして、現時点におきましても公共の場

所への喫煙所の設置は考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ただいまの答弁は、以前の答

弁から設置についての状況は何ら変わっていないと

いうふうに理解いたしました。 

 愛煙家、納税者として非常に残念ではありますが、

今後前向きに検討していただくことを期待して、ま

ずこの質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 次の質問どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） それでは主題２、よろしくお

願いします。 

 市内２つの商工会の方針の動向、状況把握につい

てということで、お願いします。 

 質問しようとする背景や経緯です。 

 令和２年12月定例会において、両商工会の方針に

ついて商工会と協議をされているのか、また、これ

まで明確にされていない理由を把握されているのか

という質問に対し、会員の総意で決定することであ

るので、協議は行われない。会員の総意を得るため

の環境が整備されておらず、方針が明確にされてい

ないと理解しているとの答弁であり、以後、観光協
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会は統合されましたが、商工会については、いまだ

明確な方針は示されておりません。 

 利害や見解の相違があること、方針の決定は、商

工会会員の総意であることは理解をしておりますが、

税金を補助金として支出する市として、市民生活に

密接に関係する両商工会の今後の方針の動向や状況

を把握しておく必要があると考え、改めて確認をさ

せていただくものであります。 

 質問の目的については、前の主題と同様でありま

すので、省略させていただきます。 

 それでは質問です。 

 市は、現時点で両商工会の方針についての動向、

状況をどのように把握されているのか確認をいたし

ます。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 令和２年12月定例会におきまして、議員の御質問

に御答弁しました状況と現在においても変わっては

おりません。 

 両商工会におきまして会員の総意を得るための商

工会の統合を含めた組織の在り方について、問題提

起や議論をする場が整備をされておらず、方針が明

確にされていないものと理解をしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 私もこの質問をするに当たり、

あらかじめ湖西市の商工会にその後どうなっている

のかちょっと聞いてみました。 

 湖西市の商工会は、当時の質問以後も全く新居町

の商工会とは協議をされていないと、もう成り行き

に任せると、そういうお話でありました。 

 市民にとっては現在の状況においても特に不便は

ないとは思いますけれども、一体感という意味にお

いて、あんまり心象はよくないと思いますので、今

後、両商工会の動向に注視をしていかなければいけ

ないなと思います。 

 この質問は以上です。 

○議長（馬場 衛） それでは次に移ってください。 

○６番（菅沼 淳） ３点目、よろしくお願いしま

す。 

 障害のある児童生徒の学校生活の向上に向けた校

舎へのエレベーター設置整備についてということで

お伺いをいたします。 

 質問しようとする背景や経緯です。 

 令和２年３月、令和４年６月定例会において一般

質問を行い、校舎へのエレベーター設置整備につい

ての質問につきましては、将来予定している大規模

改修や学校再編に合わせて優先順位に従って計画を

進めるという教育長の答弁でありました。 

 国のバリアフリー化の取組、整備目標の通知、つ

い先日には福祉教育委員会より設置整備についての

提言書の提出、そして移動を困難とする児童が在籍

する状況がありますので、校舎へのエレベーター設

置を速やかに進めていく必要があると考えます。 

 このような状況を踏まえた上で、今後につきまし

ても、御答弁どおり計画に変更はないかどうかの確

認をいたします。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 学校へのエレベーター設置は、構造上、本当に大

がかりな工事となることから、大規模改修や学校再

編に合わせて計画的に整備を進めているところであ

ります。 

 現在事業を進めております鷲津中学校の長寿命化

事業においても、エレベーターを設置していきます。 

 なお、階段の上り下りに配慮が必要な場合には、

昇降機を使い、支援員を配属して移動に支障がない

ようにし、日頃から先生や支援員が様子を見て声か

けをすることで対応していくことを考えているとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） おおむねこれまでの御答弁ど

おり、計画に変更はないというふうに理解をしまし

たけれども、ただいまの答弁中、鷲津中学校にエレ

ベーターの設置を検討し、設計しているという御答

弁がありましたけれども、これは確実に整備される

と考えてよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今年度設計をして、一応そ
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ういうふうにつけるというふうな設計になっていま

すので、確実に近いと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 確実に整備していただけると

いうことで理解しました。 

 じゃあ、ここもこれで終わります。 

○議長（馬場 衛） ４番目に入ってください。 

○６番（菅沼 淳） じゃあ４点目です。 

 湖西病院に繰り出す営業助成、病院経営について

ということで質問をさせていただきます。 

 質問をしようとする背景や経緯です。 

 過去３回にわたり湖西病院に繰り出す営業助成、

病院経営に関する質問を行っており、直近では、令

和３年12月定例会において質問を行いました。 

 営業助成の繰り出しは、現職市長就任以前からの

問題でありますが、私の在任期間においても経営改

善に取り組み、努力をされていると思いますが、結

果としての顕著な経営改善には至っていないと考え

られます。 

 民間の医療機関、また企業においても、経営の損

失に助成をする市の制度はありませんが、様々な努

力をして経営を維持しておられます。 

 経営については、民間も公営も同様であると思い

ますが、なぜ公営企業は、本来経営努力でやりくり

すべきである医業損失に問題となるような多額の助

成を必要とするのかが不明確であります。 

 また、市長は年頭仕事始めにおいて、病院の広域

連携を今年の重大事業として挙げられたと報道され

ました。 

 市民の安心安全、また問題とされる病院の経営改

善を重点として取り組む意欲的な姿勢を感じている

ところでありますが、今後の経営改善について、改

めて確認をさせていただきます。 

 それでは１点目の質問です。 

 助成制度のない民間企業の病院経営と比較して、

公営企業が多額の助成を必要とする理由、何が違う

とお考えか、お伺いをいたします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えさせていた

だきます。 

 市立湖西病院は、市内唯一の公立病院として、地

域医療における中核病院という役割と、市民に必要

とされる医療を提供するという使命があると考えて

おります。 

 持続可能な地域医療提供体制を確保するため、特

に、採算性の有無に関わらず医療水準を確保するた

めに基準外の繰入金、助成が必要となっているのが

実情です。 

 令和５年度予算における助成の予算額は４億

3,500万円を予定しており、令和４年度と比べて

8,000万円の削減となっております。平成30年度の

６億円と比べますと１億6,500万円の削減となって

おり、改善の結果が営業助成の削減につながってい

ます。 

 今後におきましても、さらに改善を進め、繰入金

の削減に努めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました。 

 再質問、すいません、よろしくお願いします。 

 私は、公営企業というのは、経営に法律を持ち込

んだり、赤字であっても責任の所在がない、そうい

うことから経営に対する危機感が希薄ではないかと、

こういうふうに思っているんですね。 

 そしてやっぱりそういうことが経営改善を困難に

している要因ではないかと考えているんですけれど

も、民間の病院で長く従事された杉浦管理者、この

辺についてどのようにお考えか、率直なお考えをお

伺いします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えいたしたい

と思います。 

 やはり、公営企業というところと医療というとこ

ろで基本的に利益を上げることが目的としている事

業ではないということがあります。 

 ただ、継続的に医療の機器整備だとかをするには、

当然多少の利益がないと継続が可能にはなっていか

ないというところがございますが、そういったとこ

ろで今までの高度医療といいますか、救急も含めた
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先進的な医療を大病院の小型化ではなく、そういっ

たものを今後地域に必要な医療にするということで

今、地域の中で湖西市、豊橋市を含めた中で、市で

完結するのではなくて、広域も含めながらやってい

くというところで、少しでも削減をしたいと思いま

すし、また民間と違うところは、余り利用度が少な

いところは、ある意味、簡単ではないですけれども、

すぐそぎ落としていくという部分があるんですが、

そういったことが、やはり先ほど申し上げましたよ

うに、公共性の部分では継続性というのが一番大き

な必要なことだと思っているので、そこをうまく両

立させていくことが使命かなというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました。 

 公営企業というのは、あくまでも利益だけを目的

にするものでもないということも理解できるんです

けど、やっぱり経営というものは利益を出していか

ないと、この場合で言うと医業でもって赤字ばっか

り計上するようになった場合に、この先どうなっち

ゃうかと、私も心配しているわけです、本当に。 

 ですからそこら辺、もう少し重く捉えていただい

て、今後の経営改善に期待をいたします。 

 じゃあ、次の質問。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） よろしくお願いします。 

 経営改善について、今後改善期間をどのように設

定され、顕著な改善が見受けられなかった場合、ど

のような判断をされるのか、市長のお考えをお伺い

をいたします。お願いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 さっき、菅沼議員の質問の中だったか、広域連携

が年頭にというお話ありましたけど、別に年頭に限

らず、何度もそこら中で言っているかと思いますの

で、たまたまそのときに報道されたのかもしれませ

んけれども、これは本当に６年ちょっと前ぐらいか

らもう言い続けています、就任時からも言い続けて

いますし、この新型コロナのどうしても３年間は、

本当に湖西病院だけではありませんけれども、医療

関係者の方、それを最優先に奮闘していただいてお

りますので、その中でもやっぱり地域医療に関して

の改善というか、見直しだとか、当然経営改善、こ

れは議員おっしゃるとおりで、その意識は同じだと

いうふうに、常にこういった議会の場だけではあり

ませんけれども思っております。 

 その中でも今、杉浦さんが答弁してくださったと

おり、来年度、令和５年度は営業助成に関しては、

前年度、令和４年度に比べても8,000万円の削減と

いうことですし、杉浦さんが就任した次かな、平成

30年度に比べてだったら１億6,500万円という形で、

もちろん議員のおっしゃる顕著なというところをや

りたいのは山々ですけれども、やはりどこまで公的

病院としてやるかというのを、日々葛藤しながらで

あったり、悩みながら進めているというのが実情で

あろうというふうに思っております。 

 今回の経営強化プラン、これは今年の９月策定の

予定で今できることからも既にやっているものもあ

りますけれども、これはやはり持続可能で、かつ地

域医療の充実かつ経営改善を両立させるということ

で、令和９年度までという形でこの計画期間をプラ

ンに沿って進めていきたいというふうに考えており

ます。 

 これも前の施政方針だったか、予算の説明だった

かでも申し上げているかもしれませんが、総合診療

医を招聘したりとか、地域包括ケア病床を拡充した

りとか、在宅医療を強化するといったようなコミュ

ニティホスピタル、これをしっかりと充実させてい

くこと、またさっきも杉浦さんからも話に出ました

とおり、市内・市外、既に市外は浜松医療センター

と看護師の湖西枠をはじめ、あとは研修医の派遣を

進めていますけれども、あとは今度、今月には浜名

病院とか、湖西の医師会さんと連携協定を結んだ上

で、市内外両方との連携を強化していって機能分化

し、医療を充実させるということで、こういった経

営改善、地域医療の充実、両方をつなげていきたい

と思っております。 

 一番聞きたいのはじゃあその後どうするんだとい

う話だと思いますけれども、当然、令和９年度まで
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の前回の経営改善計画というか、経営改善プランの

中でも基準内、基準外、両方含めて湖西市からの繰

入金というのか繰出金というのか、という目標額は

定めさせていただきましたので、そういった目標額

を定めながら、経営改善も図っていくということが

重要になってきますので、これは今現在進行形でも

進めていますけれども、経営強化プランの中でもそ

ういったスケジュール感を持って、その中での経営

改善を見ていくと、当然、現在進行形で見ていって、

もしもその中で改善の状況が見られないとか、経営

改善が十分でないとか、そういう状況を見つつ、経

営形態についても不断の見直しを行っていかないと

いけないと思っております。これも過去に申し上げ

たとおり、やはりそれは今の公的病院、公立病院、

当然これは地方公営企業法の病院と今はそうなって

おりますけれども、それ以外でも指定管理であると

か地方独立行政法人だとか、これはもう前から申し

上げているところですけれども、それは可能性とし

てはなくはないと思っています。 

 現時点では、この今の形の湖西病院を経営改善と

医療の充実の両方を図っていくということであると

思っていますので、その経営改善状況をまずは経営

強化プランも含めて見守っていきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 私はやっぱり病院経営という

のは、あくまでもいつもどこが病院に対していけな

いんだということに関しては、余計な税金を、いわ

ゆる営業助成、営業というのは、経営努力が必要な

部分だと思うんですよ。その部分でやりくりすべき

ものを皆さんの税金でもって助成をするということ

が、どうなんだろうといつも思っているもんですか

ら、そういうことになるんですけど、今、市長の御

答弁で、どこかでもしこのような状況が続くような

ら、どんな判断をしなきゃいかんということは御答

弁の中で分かりました。ぜひ、どこかで判断をいた

だくことになるかもしれませんけれども、よろしく

お願いします。 

 次の質問に入ります。 

○議長（馬場 衛） ５点目ですね。 

○６番（菅沼 淳） 市内公共施設に設置されてい

る自動販売機の管理運営についてお伺いをいたしま

す。 

 質問をしようとする背景や経緯です。 

 令和４年９月定例会における市内公共施設に設置

されている自動販売機の管理運営に関して、自動販

売機の収入利益は市の収入として市民のために使う

べきではないか。 

 また、市が直接販売業者と契約管理すべきはすべ

きではないかという質問に対し、自動販売機設置に

よる収益は貴重な財源と考えられ、統一した方針を

定めていきたいと考えることから、他市の状況の確

認。現在の設置団体との調整が必要であり、時間も

必要とするが、調査研究を進めると御答弁をいただ

きました。厳しい財政状況の中、市の収入を確保す

るためにも、早急な対応が必要であると考えます。 

 質問の目的は、これまでの主題と同様であります

ので省略いたします。 

 それでは質問です。 

 市内公共施設に設置されている自動販売機の管理

運営を市が直接行うことについて、現時点での調査

研究の状況をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 令和４年９月議会の答弁でもお答えいたしました

が、現在は議員おっしゃるとおりで、各施設により

まして設置に関する取扱いに違いがある状態となっ

ております。 

 ９月議会の後に県ですとか他市町の状況等を確認

したところ、各市によりまして入札による手法であ

るとか、随意契約による手法、その両方を使ってい

るような手法を用いて様々な取扱いにより、自動販

売機を設置している状況を把握したところでござい

ます。 

 これらを踏まえまして、現在は、湖西市としての

統一した方針を定めていくためのまず素案を年度内

に検討したいということで進めているところでござ

います。 

 この方針が確定しましたら、各団体とも丁寧に協
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議を行いながら進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 統一した方針を決めるに当た

って、今は調査研究の道半ばであるというふうに理

解をいたしました。 

 それでは、具体的に方針決定をするのは、どのぐ

らいの時期になるとお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 先ほど言ったように、ま

ず方針、まだ今、事務レベルでといいますか、担当

レベルで作成をしている段階でございますので、そ

の後、湖西市にとってどういった形がいいのかとい

うのを確認した中で、今までのそれぞれの施設ごと

に契約をしている契約期間があったりとか、その団

体の収入にしているというものもあるので、すぐ簡

単に切るというわけにはいかないと思いますので、

その協議に少しお時間はいただくことになるのかな

と思っています。ちょっと何年度までにやるという

お約束までは、ちょっと今日の時点ではできないか

なと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 今の段階ではまだはっきりし

た時期までは言えないということで分かりました。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（馬場 衛） よろしいですか。 

 以上で、６番 菅沼 淳君の一般質問を終わりま

す。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は11時15分と

いたします。 

午前10時59分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 引き続き、一般質問を続けます。 

 次に、17番 神谷 里枝さんの発言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、17番 神谷里枝さ

ん。 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。 

 通告に従いまして、公共施設マネジメントについ

て一般質問を行います。 

 平成25年に公共施設白書、平成28年３月に公共施

設等総合管理計画、平成29年には公共施設再配置基

本計画、平成30年には公共施設再配置個別計画が策

定され、次世代に見合った公共施設の適正配置によ

る持続可能なまちづくりに向けた事業進捗が図られ

ており、所管する職員の皆様には感謝申し上げます。 

 しかし、ここに来まして、大型事業が次々と発表

され、先に発表されている計画内容との乖離や財源

確保の問題など不透明過ぎると感じております。 

 そこで、現時点での公共施設マネジメントについ

ての方向性を確認し、次年度予算目標に掲げられま

した未来への責任投資を推進していただく目的で質

問させていただきます。 

 質問事項１点目。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 新居地域センターは、ホール

機能があること、使用する関係団体からの改修要望

が提出され、事業進捗が図られていますが、新居地

域センターを建て替えから改修に方針変更したこと

に伴い、複合化の検討施設であった新居図書館、子

育て支援センター、老人福祉センターへの影響と、

今後の方針を伺うとともに、新居地域センターの改

修の費用見込額や有効活用に向けてのお考えをお伺

いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 今回の改修は、安全対策と長寿命化のための改修

工事を行いますが、令和５年度予算案のポイントの

10ページにありますように、新居地域センターのホ

ールと会議室、子育て支援センター、老人福祉セン

ターにつきまして、にぎわい創出のため、これらの

機能を持つ後継施設としての整備を令和４年から令

和10年度にかけて検討していく予定となっておりま
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す。 

 新居地域センターの改修費用は、令和５年度、６

年度の工事費で５億9,000万円ほどを見込み、老朽

箇所の改修や安全面への配慮を基本に、既存施設の

長寿命化、バリアフリー化などを実施し、利用者に

とって使いやすい施設となります。 

 改修の検討に当たりましては、文化協会など利用

団体等との意見交換を重ねたことから、工事完了後

は、多くの団体の皆さんや市民の皆様に積極的に活

用していただくことを期待しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

 訂正があるそうですので。 

○企画部長（小林勝美） 訂正をさせていただきま

す。 

 先ほど、新居地域センターのホールと会議室、そ

れから子育て支援センター等の後継施設としての整

備を令和４年から令和10年と発言したようでござい

ますが、令和10年度から令和20年度にかけて検討し

ていく予定ということで訂正をさせていただきます。 

 個別計画では第三期というところに該当するとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） まず、新居地域センター、改

修工事と言っていますけれども、一応大規模改修と

いうふうに捉えてよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） そのとおりでございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういった中で、いろんな団

体から要望もあったり、バリアフリー化を含めて利

用しやすい施設にしていくということですけれども、

約５億9,000万円、６億ぐらいかけていく、もう資

産価値が新居地域センターそのものにあるという判

断でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 今回は、議員も御承知か

と思いますが、今まで複合施設をどうするかという

議論の中で、優先順位も変わってきたということも

あって、利活用していただいている皆さんの御意見

を聞いた中で、新居地域センターをまず改修をして、

文化的なもの、社会教育的なもの、生涯学習的な活

動を滞らせることがないような場にしたいというこ

とでまず進めてきたというところでございます。 

 躯体を大きく修繕するということではございませ

んので、長寿命化させるということではないかもし

れませんが、活用していただいて、その次に、先ほ

ど言った今回の予算のポイントのところの10ページ

にありますように、次から次へというか、やるもの

がありますので、その後に市役所とか湖西病院も考

えなければいけないですし、その後にできるように

またその時期になったら準備をしていくということ

になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 そういった中で、今利用されている各種団体にも

以前お聞きしたときに約11か月の工事予定と伺って

いるんですけれども、対応はしっかりされていると

いう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 工期につきましては11か月ということなんですが、

利用者団体に対しても改修についての意見をいただ

くとき、工期がこういう形である程度固まった中で

周知をしております。 

 あと利用者に対してチラシ等も作って、問合せが

あったときにはしっかり対応できるように対応して

います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 市民から不満が出るようなこ

とがないように、お願いしたいと思います。 

 では、先ほど来出ています次年度の予算案のポイ

ントににぎわい創出のため新居地域センター、ホー

ル、会議室、子育て支援センター等の機能を持つ後

継施設ということは、ただいま新居地域センターで

行っています行政関係のところは省いて考えるとい
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うことで。支所機能を行っていただいているところ

は除いて、センターホール、会議室、のびりんとか、

そういったところの後継施設の検討を令和10年頃か

ら始めていきますよ、まずそういうことなんでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 支所機能を外すということではないです。 

 どうしても新居地区にある各施設が浸水区域のと

ころにもありますので、それをどのようにしていく

か、どの場所に移すかということとか、そのままの

機能を残すのかどうかも含めて、その時期が来たら、

時期が来たらというか、その前から当然考えなけれ

ばいけませんけれども、それらも含めて支所もどう

するかということも含めて、検討が必要だと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 そうしますと、あと子育て支援センターとか老人

福祉センターも月日が流れていけば、いろいろ修繕

しなければならないところが出てくると思うんです

けれども、そういったときもある意味、どのぐらい

というか、躯体をいじらなきゃいけないとか、そう

いったときにはもうしっかり方向性を打ち出します

とか、何かガイドラインというか、そういったもの

はお持ちなんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 先ほど言いましたように、令和10年から20年の間

にはその辺を進めていかなければいけないというこ

とになりますので、各所管課だけで検討というのは

できないと思うものですから、まだいつからかとい

うのは考えてはないんですが、例えばそういった関

係の所管課を集めて、プロジェクトチーム的に全体

を考えていくということをやっていかなければいけ

ないとは考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） やはり縦割りではなく、横串

を通してということが昨日からも言われていると思

うんですけれども、そういった方向性で施設整備を

行っていっていただきたいと思います。 

 では２点目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 新所幼稚園を児童発達支援拠

点、名前がいろいろちょっと変わっているとは思う

んですけれども、児童発達支援拠点とする方向性が

示されましたが、その経緯と施設の改修計画並びに

改修費用見込額をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 湖西市民が利用できる県の発達相談支援の窓口は、

島田市にありますが、遠方であります。 

 このような状況の中で、かねてから市として発達

相談支援業務の充実を図る必要性を感じていたため、

閉園した後の新所幼稚園施設と保育士人材の活用に

よって発達相談支援業務の強化を図るべく、地域子

育て支援拠点施設として位置づけられている現在の

子育て支援センター「のびりん」のような機能に、

発達相談支援機能を加えた施設とするという方向性

を定め、湖西市の発達相談支援の拠点として活用し

ていこうとするものであります。 

 施設のリニューアルの計画ですが、設計委託費を

令和５年度当初予算に計上し、令和６年度に改修工

事を実施する予定です。 

 改修費用については設計を待ってからとなります

ので、現時点では不明であります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） いま一度、児童発達支援拠点

と子育て支援センターの機能を合わせるとおっしゃ

ったと思うんですけれども、もう一度、総称といい

ますか、施設の性格上、どういった地域生活支援拠

点とか、何かそういったものに当てはまる名前をお

願いできますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 総称といいますか、

まずすいません、先ほどの御答弁の中にもありまし

たように、今、のびりんという子育て支援センター
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というものが稼働しております。それが地域子育て

支援拠点施設というくくりになっております。 

 閉園後の新所幼稚園におきましても、そののびり

んと同じような機能を土台として、新所幼稚園のほ

うも地域子育て支援拠点施設というものが土台にな

ります。そこに、発達相談支援の部門、機能をさら

に加えた施設ということになりますので、そういう

ふうにして改修後の新所幼稚園において湖西市の発

達相談支援の中心的な場所となるというようなイメ

ージで、名称としては今のところこれだというもの

はございません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、一応発達支援

拠点と簡単に言ってしまいますと、そういうところ

に新所幼稚園が今後なっていきますよという解釈で

いてよろしいですね。 

 のびりんの機能を合わせるということは分かって

いますけれども。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 発達相談支援の拠

点となっていくということは間違いございません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） あとは令和６年に開所だから、

金額等は分からないということで承知しました。 

 改修が済みましたら、ここの施設を利用できる対

象年齢をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） ここの施設でござ

いますが、のびりんと同じような機能ということで、

まずは主に乳幼児から就学前の児童が主に対象にな

ってくる施設、それからその保護者さんの利用を想

定しております。 

 それから、子育て支援活動をしているサークルの

方々にも利用していただけるということにのびりん

のほうもなっておりますので同じようにしていきた

いと考えております。 

 対象年齢としましては、昨日の楠議員の御質問の

中でありましたうちの今、子ども家庭課の対応する

年齢は何歳かということでありますが、法律的には

児童福祉法で18歳までが児童ということになってお

りますが、ここの施設に関して言いますと、うちで

想定しているものが、就学前が主になるというふう

に考えております。 

 地域の子育て支援の拠点施設ですので、ケースバ

イケースで柔軟に対応する必要もあろうかと思いま

すが、その場合には柔軟に対応していきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 就学前のお子さんで発達に障

害ある子たちがメインで使っていくというふうにな

るということで承知しました。 

 そうしますと、例えば年齢、今伺っておいて分か

ったんですけれども、不登校の子とかひきこもりに

なっているような方々には、この施設は向かない、

適さないという判断になりますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 不登校とかひきこ

もりとかって言いますと、またちょっと違うところ

の、うちのほうで対応するカテゴリーの中では違う

ところになると思いますが、その窓口としましては、

家庭児童相談係だとかがございまして、そちらのほ

うからどういうふうにしていくか、学校との連携を

どういうふうにしていくかというところの支援策を

見つけながら対応するということになりますので、

不登校、ひきこもりに関しては、今言っている施設、

新所幼稚園の閉園後の施設については対象にならな

いとは言いませんけれども、利用はできると思いま

すが、ちょっと不登校だから利用できないとかそう

いうことではございませんので、きちっと線を引く

ということはできないと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） この狭い湖西市の中で３か所

ぐらいこういったのびりんのような拠点を作ってい

きたいということでありましたけれども、そういっ

た中でもやはり年齢で区切るのもいいかもしれませ

んけれども、不登校やひきこもりの方たちの居場所
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づくりというのも視野に入れて施設改修とかやって

いただきたいなっていう思いはあります。 

 所管が違ってくるというふうになるかもしれませ

んけれども、それこそ限られた公共財産をどう使う

かということで、幅広く考えていただきたいなと思

っています。 

 ではそこで、人事体制はどのようにお考えですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 人事に関しては、

総務課の人事担当のほうにお任せするわけですが、

うちのほうの要望といたしましては保育士さんを数

名配置してほしいというようなことで要望をしてお

りまして、今現在、うちの子ども家庭課のほうにも

発達の関係の担当としての保育士が２名おりますが、

そこから順次人数を増やしていって、新所幼稚園の

稼働については遅くとも令和７年度ぐらいだという

ふうに思って進めてまいりますので、その令和７年

度稼働時には、もう少し必要に応じた人数を張りつ

けていただけるように要望をしていきたいと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） もう少し増やしていきたいと

いうことで承知しました。 

 それこそ今伴奏型相談支援も云々ということが出

ておりますけれども、そういったことも元の新所幼

稚園という表現させていただきますけれども、そう

いうところでいろいろ対応はされていく予定でしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 伴走型の支援の面

談の窓口としても機能できるような形で今後進めて

いきたいとは思っておりますが、それにも人事関係

でもそれなりの資格を持った保健師だとか、保育士

だとか、あと職員で研修を受けた者だとかという職

員が必要になりますので、その辺も含めて人事のほ

うと相談しながら進めてまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 人材育成も含めていろいろ取

り組んでいくということですけれども、よろしくお

願いしたいと思います。 

 先ほども申し上げましたように、いろんな何をや

るかということがしっかり明確に方針が決まってい

れば、もう今の建物をどのような形に改修するかと

いうことが決まってくると思うんですけれども、例

えば、ちょっと今の園児たちがいたあそこの部屋を

どんな形に改修しようとか、何かちょっと主立った

お考えはお持ちですか。 

 トイレをもう少し増やすとか、保護者さんたちの

利用も見込んで、大人の方の使いやすいトイレも造

るとか、その辺余り大きくいじらない方向なのかど

うか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 議員おっしゃいま

したように、幼稚園施設でございますので、建物の

軀体そのものの大規模な改修は不要であると考えて

おります。 

 主な今考えている内容としましては、園舎内のト

イレの多機能トイレ化だとか、手洗い場の改修、そ

れから今現在あるものの中で不要と考えられるもの、

例えば小さいプールだとか、老朽化した遊具だとか、

そういうものは撤去すると。お母さん方も当然車で

来ると思いますので、大部分の方が、そういう意味

で駐車場の整備だとかを今現在で考えております。 

 その中でできる事業をやっていくために改修もそ

れなりにしていくということになると思いますが、

細かい部分についてはこれからになります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 どっちが先かということになろうかと思いますが、

お考えは分かりました。 

 今後、また新所幼稚園以外にも、またこういった

どうするかということを検討しなければいけない幼

稚園も出てくるかと思いますけれども、発達障害児

だけではなくて、いろんな幅広い視点から、例えば、

障害者の関係とかいろんなところで、湖西市内にな

い施設整備を考えている人たちもいると思いますの



１０７ 

で、子育て支援なら子育て支援関係だけではなく、

先ほど御答弁にありましたように、横庁的に考えて、

例えば、空くような施設がございましたら、本当に

広い視点から有効に活用するように検討していただ

きたいと思いますので、お願い申し上げます。 

 では３番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） はい、３点目どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 湖西病院の関係です。 

 湖西病院は、公共施設再配置個別計画で継続の方

向性が示されており、2021年に建物・設備劣化状況

調査と大規模改修工事方針検討、2022年には基本計

画、実施計画、業務委託と記載されております。 

 2024年から27年には大規模改修工事の計画となっ

ており、検討結果や今後の方向性をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 公共施設再配置個別計画では、予算確保や長寿命

化の基礎資料とするため、令和３年度に建物・設備

劣化診断を実施し、その後約５年かけて大規模改修

を実施する計画を立てております。 

 この劣化診断では、建築物・建築設備ともに大規

模な改修工事が必要であるとの報告を受けました。

概算の改修工事費が約48億円と試算されて少しびっ

くりしているのですが、同時に、同規模病院の新築

を想定した場合の概算の建設費用は、約56億円と試

算されております。 

 改修費用と建設費用に８億円の差はございますが、

大規模改修とした場合、おおむね５年にわたる工事

期間が必要となりまして、工事期間中の病院機能の

一部停止が予想されます。収益的にも年間おおむね

２億円程度、５年で約10億円の減収が考えられます。 

 このことから、利用者への負担、経営への影響な

ど総合的に考え、当院といたしましては、新たな病

院を移転新築することが望ましいのではないかと考

えているところでございます。 

 今後の具体的な計画つきましては、来年度、策定

を予定しております経営強化プランの中でも検討が

必要ではないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 御答弁ありがとうございます。 

 なかなか湖西病院の建て替え、いろんなことにお

いて、余りはっきりした数字とか何かも見えていな

かったので今回質問させていただきましたけれども、

同規模の病院を建て替えると56億円ぐらい要るよと

いうことで、管理者のみならず私も大変びっくりし

ましたし、それ以上にその間の収益も落ちてしまう、

そういったこと、病院という特色を考えながらも、

あそこで大規模改修するのではなく、湖西病院とし

てはどこかに新築移転をして、通常の診療も行いな

がらやっていく方向性がいいんではないかという結

論に達したということでございますね。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 金額面から見たと

きにそのほうが有効、有益ではないかというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今、お答えをいただきました

けれども、これに対しまして市長のお考えはいかが

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 杉浦さんが言ったとおりだと思うんですけれども、

費用と費用対効果も含めて、あとは何よりもやはり

今使っていらっしゃる患者さんだとか、利用者の

方々もいらっしゃいますので、そこに御不便をかけ

ないということをなるべくそこを第一に考えつつ、

そして当然、今まさに老朽化して早いうちの修繕な

のか、建て替えなのか、それは必要だということは

前々から言われておりましたので、その結果として

費用とか効果も考えながら進めていかなければいけ

ないというふうに思っております。 

 これは湖西病院だけではなくて、この市役所もそ

うなんですけれども、そこをこの前の予算の案の10

ページで、これもやんなきゃいけない、これもやん

なきゃいけない、この昭和40年代からの50年たった

建築物が今こういう状況にありますというのを示さ

せていただいたつもりで書かせていただきました。 
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 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 本当にあれもこれもやらなけ

ればいけない中で本当に大変な時期に湖西市も突入

しているわけですけれども、そういった中で、本当

に地域医療の核となる湖西病院というのは、私は守

っていく必要があると感じておりますが、やはり先

ほども質問がありましたけれども、そういった数字

との兼ね合わせも苦しい中だなという実感はしてお

ります。 

 そういった中で、それこそ個別計画でしたか、建

築プランの検討会議を令和５年１月にスタートとい

うふうになっていたと思うんですけれども、ここは

まだスタートしていないですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 特にプロジェクト

チームを作って検討しているという段階ではござい

ません。 

 院長をはじめとした上層部の中でそういったこと

があるということを今検討している段階であります

し、何よりも今申し上げた数字というのは、既存の

建物と同じ同程度のものを建てたときいうことが前

提にありますので、今後医療の中身が変わったりと

か、今４病棟体制の建物でできているんですけど、

現実的には２病棟しか稼働してないので、それを今

後何十年かけて使うわけなので、そこの計画という

か、どういう医療をし、何が必要かというところが

きっちりと決まっていかないと、建物の大きさも決

まっていかないというふうに思いますので、経営強

化プランの中でも、その方向性を含めながら、大き

さというものをどうしていくのかというのが大きな

問題になってくるので、そこのところが基本的に詰

まっていかないと建物の大きさとか場所とかも決ま

っていかないと思うので、そこら辺を少し公にとい

うか、もう少し大きなメンバーでというのがやはり

経営強化プランのメンバーが構築されて、そこの中

でも意見を聞きながらということになっていこうか

と思いますので、まだ具体的にどこに、いつ、どの

ような大きさのものをというところまでは進んでい

ない現状です。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 経営強化プラン策定というの

が令和５年の９月を目標にというふうになっている

と思います。 

 経営強化プランのメンバーも以前お聞きしまして、

本当に識見豊かな方たちがメンバーに入っていると

感じましたので、本当に湖西市にとって余り財政的

にも負担にならず、地域医療の核となるようなもの

が導き出されるといいかなとは思っております。 

 もう明らかに移転、建て替えということにいくん

であろうと思いますけれども、とりあえず財源につ

いてはどのようにお考えですか。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 財源については非常に頭の痛いところなので、具

体的にどのようにというのはまだ考えていないのが

正直なところです。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そこも含めて本当に今後大き

な時期に入っていくかと思いますので、本当にいろ

いろ情報を集めて、もう言わなくてもやってくださ

ると思っていますけれども、より多く補助金、交付

金を活用しながらできるものがあればやっていただ

きたいなと思っております。 

 そういった中で今、個別計画に出ていた計画とは

変わっていくということでは、新たにスケジュール

を作り直して進めていく、そのスケジュールもまた

公表していただけるということでよろしいでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 議論が進んで、表

示できるようになったときには公表のほうも当然し

ていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。 

 本当に移転するにしましても今あるところの人た
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ちは救急車が出入りしてももうそういう環境で、新

たに移転すると、そういった騒音とかという御意見

も出てきたり、なかなか簡単にはいかないかもしれ

ません。月日をかけて、時間をかけて、よく御議論

いただいて、本当に今後建て替えたら何十年と本当

に長く使っていく施設ですので、地域から愛される

施設に向けて話を進めていっていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。ありがとうございま

した。 

 では４番目、最後の質問に入ります。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 令和４年３月改定の公共施設

等総合管理計画によりますと、今後35年で公共建築

物の更新費用は単純更新をした場合は809.8億円、

１年当たり23.1億円の更新費用が必要となる。長寿

命化対策をした場合は580.5億円、１年当たり16.6

億円の更新が必要となるということから長寿命化を

すれば、229.3億円の対策効果額が出てきまして、

約28％の削減となるとされております。 

 2016年から30年間で、延べ床面積20％削減という

目標がある中、新たに消防署や給食センターの建設、

新居地域センターの改修、ごみ焼却場再稼働経費な

ど莫大な予算計上が見込まれます。 

 延べ床面積の削減もなかなか進まない中、令和３

年度の公共施設の投資的経費の総額と現在事業進捗

が図られております消防署、給食センター、新居地

域センター、ごみ焼却場なども含め、全体の投資的

経費の見込額をお伺いいしたいと思います。 

 その投資的見込額をまず伺っておきまして、その

中で国・県の補助金以外での歳入確保をどのように

図ろうとしているのかお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 令和３年度の投資的経費の総額は、約34億6,500

万円で、主なものといたしましては、環境センター

再稼働事業、大倉戸茶屋松線整備事業、浜名湖西岸

土地区画整理事業でございます。 

 次に、各年度における投資的経費の見込額は、令

和４年度49億円、令和５年度55億円、令和６年度52

億円、令和７年度50億円、そして令和８年度は51億

円となっております。 

 それから、歳入確保についてでございますが、職

住近接による持続可能なまちづくりを目指し、引き

続き、住もっか「こさい」定住促進奨励金などの取

組による移住・定住の促進、また、土地区画整理事

業などの企業誘致を推進することによりまして、市

民税や固定資産税などの安定財源を確保し、それか

ら市債及び基金を活用しながら事業進捗を図ってい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。 

 やはり今後、投資的経費が今までの何倍ぐらいに

当たるんですか、すごくのしてくるわけですけれど

も、そういった中で、財源、歳入確保の中では、安

定財源も得ながら、そして市債の発行としていくと

いうことだったと思いますけれども、今までのルー

ルの中で市債の新規発行額は歳入総額の８％未満と

なっておりますけれども、今後の見通し、あくまで

も見通しですけれども、この辺についてはいかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

やはり今後、投資的事業が増えていきますので、

ちょっと８％という目標はちょっとキープできない

という状況になっています。数値的には８％を超え

ていくと予想されます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ８％を超えていっても湖西市

の財政は安定していくということでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 財政が安定するように創意工夫をしていくのが財

政の務めだと思っておりますので、安定するように

努めます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 それから財政調整基金も標準財政規模の25％以上
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の確保とうたわれているわけですけれども、こうい

ったところも厳しくなってくるということでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 財政調整基金の標準財政規模の25％以上というお

話がありましたけど、それはキープをし続けたいと

考えておりますので、今のところそれが危ういとい

うところはないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

 そういった中で、今回私がこの質問を通告させて

いただいた中に、市にも売却可能資産、公有財産が

あると思うんです。合併してからももうずっとその

まんまという状況があったりするわけなんですけど、

そういった中で、今年度、令和５年度ですか、少し

ずつ解体にも手をつけていくようにはなっておりま

すけれども、もう少し売却可能資産というものへの

対応を進めるといいますか、早めるというか、そう

いったことは難しいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） 資産を売却していくとい

うことは普通財産になろうかと思いますけれども、

そちらのほうはできる限り売却できるように所管の

企画部とも調整しながらやっております、現在も。 

 ですので、可能なものはどんどん売却していくと

いうことを推進していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 本当にそうしていただきたい

という思いがあります。 

 例えば、新居の焼却場も合併してすぐぐらいに方

向性が出たと思うんですけれども、なかなか解体費

用がないということかなとは思うんですけれども、

例えば、そういったところでも建物つきだと価値が

下がるかもしれませんけれども、ほかの使わなくな

った施設でも解体しなくてもそのままでもいいです

よという方が見えれば、市としては対応していくお

考えですか。価値は下がるかもしれませんけど。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 施設を所管している部署とよく検討して、もしそ

ういった申出がありましたら、市として検討して、

前向きな方向で考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 今後、いろいろ跡地利用も含めまして本当にいろ

んな視点から検討して、売却可能資産の有効活用を

図っていっていただきたいと思います。 

 最後になりますけれども、今申し上げましたよう

に、解体費用がないなら解体しなくても取り込んで

いただくと、スクラップ・アンド・ビルドで、行政

のスリム化、コンパクトシティを目指すためにも、

知恵と決断力を持って歳入確保を図っていただきた

いと思います。 

 故豊田章一郎氏も、変革、創造、信頼をスローガ

ンに世界のトヨタを築かれました。影山市長も次年

度のスローガンに、未来への責任投資という言葉を

掲げられましたので、リーダーシップを十二分に発

揮されまして、湖西のかじ取りを担っていただけれ

ばと思います。御期待申し上げます。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の一般質問を終わります。 

 ここでお昼の休憩といたします。再開は13時とさ

せていただきます。 

午前０時00分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ７番 土屋和幸君の発言を許します。 

  〔７番 土屋和幸登壇〕 

○議長（馬場 衛） ７番 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） お願いします。７番 土屋和
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幸です。 

 私は、浜名湖産アサリの復活に向けた取組につい

てをお伺いします。 

 質問しようとする背景や経緯でありますが、かつ

ては全国有数の漁獲量を誇った浜名湖特産のアサリ

の不漁が深刻な状況にあります。平成21年には

6,000トンあったものが、令和３年にはわずか100ト

ン、市内のアサリ漁業従事者も平成22年には湖西市

では209人、令和４年では143人に激減しています。

漁業を廃業、休業する人も多くあります。漁業者、

漁業組合も困窮している状態にあります。 

 官公署以外においても、令和元年から４年連続し

て中止となり、浜名湖漁協関係者からアサリ資源の

復活、観光協会から潮干狩りの復活が強く要望され

ております。 

 それで、私のほうで浜名漁協の組合長さんと話を

したときに、こんな話がありました。 

 アサリは浜名漁協の漁獲権種であり、漁獲物は一

時的には漁業者の収入となるが、流通、販売、観光

資源など、波及的な経済的な価値は大きい。地域全

体の宝であるアサリの資源回復は漁協の力だけでは

限界があり、地域全体での支援をお願いしたいとい

う、ほかにもあったわけですけれども、そういった

経緯もあり、また、漁協のほうでは、県の水産海洋

技術研究所の指導の下、漁獲量の制限、囲い網、か

ぶせ網による稚貝放流、クロダイやツメタガイなど

の外敵駆除を実施しています。 

 また、浜松ホトニクスとともに、人工的な稚貝増

殖や漁場改良散布試験なども実施しており、昨年10

月には産卵保護のため１か月の全面的な禁漁を実施

したというようなこともあり、漁協は漁協なりに一

生懸命努力をされております。 

 そういった中で、質問の目的でありますが、浜名

湖のアサリ漁業の再生と観光潮干狩りの早期復活の

ために、市の施策をお伺いをいたします。 

 質問事項１ですが、浜名湖内の潮流の変化、アサ

リの生育環境状況、クロダイなどの食害等、アサリ

の減少については、様々な原因があると言われてい

ますが、県等の調査状況について教えてください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。 

 産業部長。 

  〔産業部長 太田英明登壇〕 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場では、ア

サリの浮遊幼生調査、稚貝の発生、生存状況などの

調査を毎月１回程度行っております。 

 さらに、クロダイなどによる食害の影響調査や囲

い網などの食害防除策の検討をしております。 

 また、県水産資源課では、令和元年度から年６回

程度、アサリ漁場で栄養塩などの調査も行っており

ます。 

 こちらの調査の結果では、アサリの浮遊幼生は過

去に比べて減少していること、それから稚貝は漁場

で確認はできていますが、漁獲サイズのアサリにな

るまでに減少してしまっていること、クロダイはア

サリを食害しており、囲い網の中では、アサリは生

存していたこと、アサリの餌となる植物プランクト

ンは減少傾向にあるが、植物プランクトンの成長に

必要な窒素・リンなどは必ずしも減少していないこ

となどが分かってきており、アサリが増殖するため

の植物プランクトンの影響やクロダイによる食害の

影響など、アサリの減少には様々な複合的要因があ

ることが明らかになりつつあります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 いわゆるいろいろな原因があるということは今の

説明で分かりましたですけれども、原因が分かった

から、その原因を消し去るということがなかなか難

しいのが実態だと思うんですけれども、そういった

中ではどんなことをとりあえずはやっているかとい

うのを２番目の質問でお願いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ２番目の質問でいいですね。 

○７番（土屋和幸） 結構です。 

 アサリの復活のために、産官学の取組状況はとい

うことで、官は、浜松市とか静岡県ということにな

ろうかと思うんですけれども、産業部分では、浜松

ホトニクスがやって、学の部分はよく分からないん

ですけれども、そこらも含めてちょっと教えてくだ
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さい。お願いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 漁業者は、県の協力を得て、潮流を抑制するため

の竹柵の設置や産卵する貝を増やすための親貝場の

設置、囲い網等によるクロダイの食害防除、ハマグ

リの資源調査や試験操業を行っております。 

 また、資源管理のため、10月の１か月間アサリの

禁漁を行っています。 

 漁協は、食害の影響を減らすべくクロダイの需要

を促進しており、県や加工業者とともに、商品開発

や流通の検討を行っています。 

 加えて、浜松ホトニクスが行う稚貝の生産、放流

試験や土壌改良のためのフルボ酸鉄シリカの散布実

験への協力などを行うとともに、餌を増やす目的で、

浜名湖内で鶏糞肥料の散布も試みています。 

 このほか、アサリの増殖に役立つと考えられるア

マモの成育状況の確認を漁業者と静岡大学が連携し

行うなど、関係機関が情報を共有し、資源回復、漁

業者支援のため取り組んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 いろんな関係の方が協力して取り組んでおみえに

なるんですけれども、原因が分かったり、対策が分

かっても一朝一夕でアサリが増えるとはとても思え

ないんですが、そういった御努力をされているとい

うことは承知しておりますが、そういった中で、漁

業者がどんどん減ってくということになると、浜名

湖の周辺の漁業者が、いわゆる最盛期の半分とか３

分の１にもなりかねないんですけれども、そういっ

た漁業者に対する何か補助みたいな、何かお手伝い

するようなことってありますか、ちょっと教えてく

ださい。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 今年度ですけれども、漁業者に対しまして補助金

のほうをつけさせていただいております。 

 省エネ機械の機器の導入支援ということで、これ

については、原油価格の高騰などもありまして、臨

時的な交付金ということで、漁業者に対しまして、

省エネ機械の導入の支援ということで補助制度のほ

うを改めて制度としてつくらせていただいておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） いろいろやっていただいてあ

りがとうございます。 

 それでは３番目に入ります。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○７番（土屋和幸） アサリをはじめとする浜名湖

内の水産資源の減少について、今後の湖西市として

の取組はいかがされるか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 水産資源の減少への対応につきましては、様々な

原因が考えられる中、市が単独で取り組むよりも、

静岡県や漁協が中心となり、浜松市、湖西市、関係

機関等が連携をして行うということが最良であると

考えております。 

 これまでも、湖西市、浜松市、県、漁協で組織す

る浜名湖地区水産振興協議会でのクルマエビの放流、

親ウナギの放流事業や浜松市とともにノコギリガザ

ミの栽培漁業への補助を実施してまいりました。 

 引き続き、国、県、浜松市、漁協等と丁寧にコミ

ュニケーションを取りながら対応してまいりたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） それで、私ども議会の関係で

視察に行ったり、講演会なんかに行ったりするんで

すけれども、そのときに浜名湖の西岸地区にそうい

った施設を作ってくれるといいねという話もあった

んですけれども、それは雑談の中でと言えばそれま

でなんですけれども、そういったお考えはあります

か。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 先ほどの答弁とちょっとかぶるようなことになる

かと思います。 
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 いろいろな浜松ホトニクスのほうの研究所のほう

も私も視察をさせていただきまして、研究が行われ

ているということを確認をしておりますけれども、

いろいろな様々な原因があるということが分かって

いますので、まだ原因がはっきりしたというところ

までいってないというようなふうに感じております。 

 浜名湖自体は静岡県のほうで管理をいただくとい

うようなことですが、先ほど申したように、国と県、

浜松市とも足並みをそろえて、そういったところで

企業さんであるとか、そういったところも支援をし

ていくというようなことで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） それで、ちょっと質問を変え

させていただきたいんですけれども、令和４年の６

月の定例会で同僚の楠議員の一般質問で、ブルーカ

ーボンクレジット制度に関連したアマモの再生事業

の件に関連をいたしますが、ブルーカーボンとは、

海藻などの海洋生物によって吸収された炭素のこと

を指しています。森林が人類の活動による二酸化炭

素の12.5％を吸収しているのに対して、海では

30.5％を吸収していると言われております。海藻や

植物プランクトンの光合成によって吸収される仕組

みとなっております。海水が酸性化という負のスパ

イラルがありますが、地球温暖化緩和の効果、アサ

リや魚介類のオアシス効果が大いに望めますという

質問の中で、ブルーカーボンクレジット制度の検討

と進み具合はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部理事。 

○環境部理事（村山隆徳） お答えさせていただき

ます。 

 令和４年６月議会で、楠議員からそのような御質

問いただいたことについて、環境部内でも検討を続

けておるところではございますが、先ほど産業部長

申し上げたとおり、浜名湖の活用については管理者

である静岡県や浜松市、漁業関係者など関係する機

関との調整なども含み、慎重な検討が必要と考えて

おるところです。 

 この令和５年３月に地球温暖化対策実行計画区域

施策編策定のための庁外協議会を立ち上げる予定で

ございますが、その中で浜名漁協さんにも参画をい

ただこうと今働きかけを行っておるところでござい

まして、そういった関係者とも協議いたしまして、

地球温暖化防止対策のためにそういったブルーカー

ボンが資するかどうか、それに対する支援の在り方

などを引き続き議論してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） いわゆる漁協者にとっては生

活に直結する問題ですので、もう待ったなしという

状況でありますので、できるだけ急いで対策をお願

いをいたしたいと思います。 

 最後に、市長の施政方針の中では、４本の柱とい

うことでありましたけれども、一次産業については

何も触れられていないという意識があるんですけれ

ども、一次産業はそれに携わっている人たちからす

れば、一次産業は、見捨てられたような感覚を持っ

てしまいがちなんですけれども、そういったことに

対して、やはり一次産業も大事なんだよというよう

なちょっと感想をお願いしたいと、そんなふうに思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 やっぱり施政方針で全てを網羅してというのはな

かなか難しい面もあって、限られた中になってしま

うので伝わり方が少なかったら申し訳ありません。 

 施政方針の中だけで言わせていただくと、４本柱

とかその後のモノづくりの人材育成とか産業ネット

ワークの中で、やっぱりこれはモノづくりって、製

造業だけではなくて、一次産業はもちろん、三次産

業ももちろんです、その中の持続可能なものを図っ

ていくということはいつも言わせていただいている

ので、漁業者、農業者、サービス業全ての産業が湖

西市で持続可能でやっていく、やっぱり議員おっし

ゃるとおりの浜名湖とか遠州灘といった様々な天然

の資源、これを続けていくということは大事なこと

でありますので、そこはしっかりとやっていきたい

なというふうに思っております。 

 先般の今も議員おっしゃったとおりの昨年の11月
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でしたか、環浜名湖振興議員連盟の皆さんと一緒に

浜松ホトニクスだとか、アマモの再生だとか、漁協

の皆さんのお話も一緒に聞かせていただきましたの

で、そこをしっかり受け止めて、先ほどの浜松ホト

ニクスさんへの漁業への支援だとか、これはできる

ことから、ぜひやっていきますし、現在進行形のも

のも含めてどんなことがアサリを含めた漁業資源の

再生につながるかということは、持続可能な観点か

ら引き続きやっていきたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 そういったことで市長も十分承知をしていただい

ておるということで、ただ先ほど申し上げたように、

漁業従事者が減っていく、減った人間はなかなかも

う戻ってこなくなってしまうので、これ以上減らさ

ないような努力と言われても、アサリも急にいなく

なったわけじゃないので、長年経年の中で減ってお

るんですけれども、ただ湖西市の方針の中で、一次

産業ってどちらかといえば余り重きを置かれていな

かった、いわゆる従来、そんな感じを受けるんです

けど、それは私だけかもしれないですけれども、そ

ういった一次産業も大事だよという市長の姿勢が十

分伝わってきたので、その辺のところはよろしくお

願いします。 

 ４つの柱ということでやられておるんですけれど

も、柱が５つでも６つでもいいんじゃないかなって

思ったりする今日このごろですが、そんなことで、

よろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、７番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

 次に、18番 二橋益良君の発言を許します。 

  〔18番 二橋益良登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、18番 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 18番 二橋益良。 

 コロナ禍後の行政戦略についてということでお聞

きしたいと思います。 

 ちょっと一般的な話になってしまいますけれども、

いずれにしろ、このコロナ禍がある程度収束という

か、そういう道筋になってきたかなというような状

況の中で、じゃあ行政として、まちづくりをどう展

開していくのかということのほうがこれからの仕事

じゃないかなと、そんなふうに考えて質問させてい

ただきます。 

 コロナ禍の影響で約３年間の行政、経済、地域運

営に大きな変化があり、全ての停滞を取り戻すべき

戦略を考慮しなければならないと思います。 

 そうした中、市民生活を重視した行政運営がこれ

から求められるときではないでしょうか。 

 特に地域情勢は、今まで当たり前になっていたこ

とが全てコロナ対策一本槍で行事自体に変化が大き

い、やらないほうが得策と希薄になりがちで、裏を

返せば、しないほうが楽で、地域コミュニティ自体

も崩壊の事態になりかねない状況であるというのは

事実であります。 

 これから訪れるコロナ前の社会にどれだけ取り戻

せるかが戦略としてなければなりません。 

 そこで、行政としてまちづくりの原点である社会

運営の対策として行政がどれだけ寄与できるかが問

われることではないでしょうか。 

 いま一度、行政戦略をお聞きしたいと思います。 

 質問の目的でございますが、率先した行政運営に

おいてコロナ禍後の行政戦略についてお聞きします。 

 まず１番目、いいですか。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○18番（二橋益良） まちづくりの原点とも言われ

る各自治会の運営において、地域コミュニティの復

活をどのようにお考えかお聞きしたいと思います。 

 まず初めに、各自治会の業種における再生をどう

支えていくのかお聞きします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

市民安全部長。 

  〔市民安全部長 安形知哉登壇〕 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 各地域での行事は、地域住民同士が気軽に付き合

い、地域での生活をより快適にすることを目的に長

年培われてきたものと認識しております。 

 令和３年度、令和４年度においては、アフターコ
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ロナ、ウィズコロナの意識の下、各自治会で行事を

企画、実施する動きが徐々に見られております。 

 その１つとして、本年度、自治会連合会では、コ

ロナ禍での行事の在り方・進め方を模索するため、

各自治会において夏祭り、秋祭りの実施予定や実施

方法に関する調査を市と連携して行いました。 

 また、自治会と様々な団体とが連携し、駅前の活

性化を図ろうとしている事例もございます。 

 市といたしましても、今後、各自治会が様々な行

事をアフターコロナに即したよりよい方法で実施で

きるよう、好事例の横展開などを行い支援してまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今答弁で、自治会連合会のお

話が出たものですから、あえてまた後でもお聞きし

ますけれども、この自治会連合会を捉えたときに、

じゃあこの湖西市の自治会を全部網羅しながら、そ

ういう指導、あるいは運営を前向きにやってくとこ

ろかなと思うんですけれども、やはりなかなかどう

もその辺が各自治会のいろんな温度差とか状況、特

性がありまして、いやこんな話はそっちのほうでや

っててくれとかってこんな調子で自治会長も、この

自治会連合会出てくる代表者もそんなことがどうし

ても先に出てしまうということでございますので、

また後でちょっと提案させてもらいますけれども、

大体そんなお答えじゃないかなと思ってました。 

 それでは次に②のほういいですか。 

○議長（馬場 衛） はい、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 社会変化において、地域のコ

ミュニティの希薄さというのはあるんですけれども、

今回このコロナ禍で、それに拍車をかけてしまった

という二重苦というか、そんな中で、非常にこれか

ら取り戻すには大変な時期かなと、そんなふうに考

えておりますけれども、特にコミュニティの希薄さ

というのを行政としてどうお考えになっているのか、

あるいは戦略的にこういうことでこれからどうだな

よなというようなことがありましたらお教え願いた

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 現在は、社会経済情勢の変化など、価値観の多様

化がますます進んでおります。 

 また、地域コミュニティにおいては、行政と自治

会だけの単一的な関係でなく、コミュニティの振興

に関わる防災、福祉など、様々な主体との連携も重

要となっております。 

 このような中、昨年12月に自治会連合会の研修と

して共催をされました静岡県主催の出張コミュニテ

ィカレッジｉｎ湖西におきまして、自治会活動は、

地域住民のニーズを把握し、課題を話し合い、その

中で優先順位を決めて対応することが必要であると

いうような講義をいただきました。 

 市といたしましては、住民のニーズの把握、地域

の課題を模索する自治会や地域活性化へ取り組む団

体などへ相談の受付や講座の開催、先進事例の紹介

等を継続的に行い、地域コミュニティに住民が主体

的に関わることができるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 理想はそうなんですけれども、

今、自治会の会員にならないという方も結構増えて

きまして、自治会だけでなく、ＰＴＡとか子ども会

とか、アウトサイダーがどんどん増えていくと、そ

こには元になるこの地域コミュニティというのが分

解していく可能性もある。ですから、行政の一番大

事なところはやっぱり地域コミュニティというか、

自治会が原点でありますので、そこからいろんなこ

とを進展させていくというのは行政の抜本的な対策

ではないかなと、そんなふうに思っていますけれど

も、地域コミュニティって大きな話になってしまい

ますけれども、いろんなこういうところがアウトサ

イダーというか、会員にならない人がどんどん増え

るという状況ってつかんでいますか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 お答えになるかどうか、ちょっと分からないです

けど、自治会の加入率ということでちょっと今把握

をしております。 

 湖西の場合、令和４年度の４月の頭の状況なんで
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すが、これは自治会運営費交付金をお支払いする際

に、自治会から加入の世帯をお聞きするわけなんで

すけど、その数を住民基本台帳の世帯で割ったもの

で申し上げますと、令和４年の４月１日時点で

80.7％、湖西市の加入率として80.7％になります。 

 41くらいの自治会があるわけなんですが、その中

でもやはり100％加入していらっしゃる団体もいら

っしゃいます。逆に一番低いとこで約70％というよ

うな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） まだまだ余裕のあるような言

い方だったかも分かりませんけれども、実は私も10

年ぐらい前に自治会ことでちょっと町田市へ行きま

したら、町田市というのは広報紙を配る、要するに

自治会の役員がいないと、あるいは自治会がないと

ころもあると。じゃあどうするかと言ったら、新聞

の折り込みで、あとはフォローするとこはもう多少

なんていうか、新聞の要するにニーズでないところ

をどうするかということは課題ですよねというのが

10年前に町田市でありました。それにだんだん近づ

いていくんじゃないかなという心配はありますので、

ぜひそこら辺はしっかりと力を入れていただいて、

進んでいただければと思います。 

 それでは３番のほう。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 地域コミュニティにおける役

員のなり手不足をどういうふうに解消していくのか、

お考えがありましたらお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 担い手不足の背景には、役員の高齢化や負担の重

さ、退職年齢の高年齢化、活動に参加する年齢層や

性別の固定化など、多様な要因が考えられますが、

地域や組織によって事情や考え方はそれぞれ異なる

ものでございます。 

 役員負担の重さにつきましては、本市から自治会

へ依頼する事項を定期的に見直しをしたり、負担の

軽減・削減などに努めてまいりました。 

 今後も引き続き見直しと改善を続けてまいりたい

と考えております。 

 また、幅広い年代の地域住民の方々に、自治会の

役割や存在意義について知っていただき、感じてい

ただくためにも、市内外における先進事例の紹介や、

各自治会及び地区間での交流による情報共有により

まして、地域主体の取組がさらに充実したものにな

るよう支援をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） どこでも悩みの種になってい

るんじゃないかなと思います。 

 一つ方向性を変えて考えてみますと、これも私の

私案なんですけれども、役員になる方だけが理解し、

役員になる方だけが負担を負っていたんじゃ意味な

いですよね。いずれはなくなる。 

 私は一ついい点があるかなと思うのは、家族、要

するに家族の理解がないと役員ってなかなか出てい

けないですよ。だから、家族手当とか、家族に何か

そういう後ろ盾があって、家族が理解してくれるよ

うな施策を考えれば、役員もまだまだ出てくる可能

性もあるかなと思います。それは一つの事例であり

ますけれども、それともう一つは、やっぱり自治会、

先ほどもお話ししたとおり、連合会で把握しようと

思ってもこれは無理な話なんです。というのは、も

ういろんな規模があって、あるいは中にはもう他人

事みたいな、いやそれは大きなところなら何でもで

きちゃうよ、うちが小っちゃいから役員になる人も

順番ですぐ回ってきちゃうと、そういうところもあ

りますので、自治会連合会で全てを網羅するという

ことはこれは間違いだと思います。 

 そのために、例えば、地域コミュニティの支援セ

ンターとか、今は担当課がやっているだけなもんで

すから、子育て支援センターとかああいう特別にそ

れを扱う、そこへいつも市長が言われるように任用

職員というか、プロを置かれたら、もっとおもしろ

い話になるんじゃないかなと思いますので、一つ提

案させていただくのは、地域コミュニティの支援セ

ンターがあったほうがいいかなと、そんなふうに思

います。 

 それではこれを終わります。 
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 次の２番のほういいですか。 

○議長（馬場 衛） 大きな２番ですね。はい、ど

うぞ。 

○18番（二橋益良） まちの発展に欠かせない経済

対策をどのようにお考えかお聞きしたいと思います。 

 ①番目として、工業においてはコスト高と人手不

足をどのように支援して改正し、発展につなげてい

くのか、行政の力はどういうところにあるかを聞き

たいと思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 令和４年度は、コスト高に対応した支援として、

サプライチェーン全体に影響を及ぼす貨物自動車運

送業の燃料費負担を軽減することで、さらなる価格

転嫁を抑制し、市内企業の負担軽減につなげるため、

物流等円滑化支援補助金を交付いたしました。 

 また、コストカットやカーボンニュートラルにも

つながる省エネルギー診断奨励金の交付も開始して

おります。 

 人手不足に対する支援としましては、浜松市、磐

田市と連携した大学生向けのイベントを従来実施し

ていた中京圏だけでなく関西圏でも開催し、また、

関東・関西・中京圏の大学での学内イベントを企

画・開催いたしました。 

 高校生向けには、両商工会と連携し、企業ガイダ

ンスを開催するなど、市内企業のＰＲを積極的に支

援してまいりました。 

 令和５年度には、新たに、事業者向けに省エネル

ギー設備の導入を支援するための補助金の交付や市

内企業のＤＸ化を促進し、効率化を図るための補助

金を交付するほか、本年度開設したモノづくり企業

支援サイトに、各企業が活用可能な国や関係機関が

交付するあらゆる補助金を自動で診断できる補助金

自動診断システムの機能を付加するなど様々な支援

策を展開してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） それぞれいろんな事業を打ち

ながら仕掛けをしていくというのはいいことだと思

いますけれども、その事業を展開することによって、

これは景気の動向もございますので、なかなか把握

は難しいかも分かりませんけれども、こういう事業

を展開したら、プラス３％伸びましたよとか、結果

までついてくるとすごくやる気が出ておもしろい対

策事業になるかなと思いますので、ぜひまたそうい

うフォローした調査もぜひお願いしたいと思います。 

 この項では、いろんな経済情勢ございますので、

無理な質問しても、なかなか答えにくいと思います

ので、まずここはこのまま置いておきます。 

 じゃあ２番のほういいですか。 

○議長（馬場 衛） ②ですね。どうぞ。 

○18番（二橋益良） ②のほう、自動車産業におい

てはＥＶ化によって構造変化に行政としてどう対応

していくのかというのは、例えばの話で、フィルム

産業がデータになって全く需要がなくなってしまっ

たと。しかしながら、そこの１割ぐらいは愛好家み

たいなそういうもう特化した人たちがやっぱり需要

があると。だったら、その１割でも需要があるもの

の中の特化したものを作ってみようかとか、いろい

ろあるんですよ、やり方は。 

 一番心配されるのは、大きな構造変化によって、

何ていうですか、ＥＶ化というのは部品がなくなる

とよく言われていますよね。日本のオートバイが電

動化しないのは一つの理由があって、電動化すると、

要するに部品が減ってしまう。だから、電動化には

どちらかというと後ろ向きできたのが日本のオート

バイですよね。中国行くと、もう100％、99％を電

動化したオートバイで、音の出るオートバイってな

いんですよね。それぐらいに国によって戦略が全く

違うと。 

 ですから、今度この湖西市でもＥＶエナジーの拠

点ができるということでございますので、もうそっ

ちへ極力力を注いでいくという方策で進むべきかな

と思いますけれども、どうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 副市長。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 自動車産業は、100年に一度の大変革期を迎えて

いると言われており、自動車関連の産業が盛んな湖

西市にとっても、この変革期に対応していくことが

重要と考えております。 
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 市では、こうした変革期に対応し、モノづくり産

業を持続的に発展させるため、モノづくり人材の育

成と併せて、ＥＶ化や脱炭素化への対応など、モノ

づくり企業が抱える課題を一体的に支援する仕組み

としてモノづくり産業ネットワークの構築を進めて

いるところです。 

 今議員おっしゃいましたとおり、ガソリン車から

電気自動車になりますと、エンジン回りの部品が不

要となるため、多くの中小企業において事業変革が

求められます。そのため市内の事業者においても自

主的な取組が広がっているところです。 

 例えば、昨年２月に市内のモノづくり企業の若手

経営者が研究会を立ち上げ、そこに商工会ですとか、

市役所のモノづくり推進室の職員も参加して、既存

事業や技術を活用した新たな展開や新規事業の開拓

などについて、一緒になって検討を進めているとこ

ろです。 

 今月末には、豊富な営業経験やマーケティングス

キルなどを持った首都圏在住の複業人材とのマッチ

ングを目的としましたビジネスマッチング合宿、こ

ちらは焼津市で開催されるものですけれども、この

ビジネスマッチング合宿に研究会の企業が参加する

ほか、その取組を市内事業者に紹介するセミナーを

職業訓練センターで開催するなど、様々な形で事業

者を支援してまいります。 

 また、ＥＶ化を見据えた蓄電池人材を育成するた

め、新居高校、県教育委員会、それと市の３者で検

討を進めております。 

 具体的には、令和６年度から新居高校の工業コー

スで電気系の科目を履修できるよう準備を進めてお

りまして、令和５年度には電気系の授業に必要とな

る実習機器を導入する予定です。 

 また、新居高校の授業に、市内のバッテリー関連

の企業、プライムアースＥＶエナジーさんですとか、

そうした企業からの指導者の派遣や企業が有する最

新の機器や技術を活用した実習なども検討している

ところです。 

 引き続き、産学官が連携して、地域が一体となっ

てＥＶ化など産業の構造変化への対応を進めてまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今、副市長から新居高のお話

が出まして、非常に期待しているわけでございます

ので、そんな中で、やはりこれから大きな戦略を持

って、その戦略の中でどういう方向で考えていくか

ということをやっぱり羅針盤のようにちゃんと方向

性をちゃんと定めておかないと、あれもやれ、これ

もやれというのはなかなか難しいんですよね。 

 ですからやっぱりこれからの経済構造というのは、

やっぱり自然の化石燃料等々、自然のものを食い潰

していくと、この地球ってなくなってしまいますの

で、昔みたいな商品一点張りではだめじゃないかな

と。消費の中に付加価値のある、要するに多様化で

きるような、そうしたやっぱり価値の高いものを作

っていくということに、これからやっぱり集中すべ

きかなと思います。ありがとうございました。 

 じゃあ３番のほうへ行きます。 

○議長（馬場 衛） 大きな３番ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） これから社会は地球環境を重

視した上で産業構造の変化にも対応していかなけれ

ばなりません。 

 冷え切った観光サービス業における人の流動をど

う支えていくのか、また消費による活性化をどのよ

うにお考えかお聞きしたいと思います。 

 まず初めに、①として、観光並びにサービス業を

行政としてどのように支援し、消費の活性化につな

げていくか、というのは、この観光とかサービス業

というのは、何というか地球環境は余り壊さないん

ですよね。ですから、そうしたサービスを提供する、

要するに職種というのは、余り地球環境を壊さない、

いい産業かなと私は見ていますけれども、これから

こういうことをやっぱり湖西市としても十分に支援

していかなきゃならないと思いますけれども、まず

この活性化についてお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 観光・サービス業は、コロナによる経済的な影響

を受けている業種の一つであります。 

 回復に向かう兆しが見え始めてきてはいるものの、
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感染拡大前の経済状態に回復するには、まだまだ時

間を要することが予想されています。 

 本年度は、ウィズコロナの中ではありますが、湖

西おいでん祭、新居町産業まつりあらいじゃん、き

らきらフェスタｉｎＫＯＳＡＩなど様々な行事が催

され、事業者の出店などにより多くの人が集まり、

まちがにぎわいました。 

 引き続き、市としてもイベントに対する後援や場

所の協力、商工会等と連携を通じて、地域のにぎわ

い創出に取り組みたいと考えております。 

 また、商店や商工会との意見交換の場においては、

にぎわいが一時的なものでなく、周辺の商店にもつ

なげていく取組が必要であるとのお考えも聞いてお

ります。 

 個人商店の魅力の向上に取り組む事業者や新たな

店舗設置などによるにぎわい創出に取り組む事業者

を空き店舗等利活用出店補助金やクラウドファンデ

ィング利用手数料補助金などで支援することで、市

内における消費の活性化につながる環境整備にも努

めてまいりたいと考えております。 

 さらに、湖西市ならではの魅力をより多くの方に

知ってもらうことが人の流れを生み、集客につなが

ると考えています。 

 具体的には、本年度ふるさと納税返礼品に登録さ

れたバイオエタノールランプ、ブラシーネやキャン

プ用火バサミのファイアートングのような市内事業

者による、ふるさと納税返礼品開発の推奨、返礼品

登録された場合の市のウェブサイトなどからのＰＲ、

積極的な観光・旅行商品情報などの発信により継続

的な支援を実施してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 私も全国的な視野でこの湖西

市を見ると、やっぱり観光とかサービス業って非常

にここって弱いんですよね。 

 先ほどもお話したとおり、生産性の高いものって

いうのはどんどん消費して、地球の環境を悪くする

という産業が多いんですけれども、こういう観光と

かサービス業というのはそういう意味ではいい業種

かなと思います。 

 これからもぜひそうした意味で、持続可能なまち

づくりをやはり考えていくべきかなと思います。 

 それと、住もっか「こさい」市長提唱しておりま

すけれども、高校生とか今の若い人たちに聞くと、

湖西市に一番何がないかっていうと、楽しむところ

がない、だから、余り住みたくないなという感覚が

強いということをもう一つ付け加えておきますので、

そうしたものもこれから考えいくべきかなと思いま

す。 

 それでは②のほうにいきます。 

○議長（馬場 衛） ②ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 高齢者に対するサービスの提

供など、福祉社会を反映した産業の発展に向け行政

としてどのような支援ができるかを聞きたいと思い

ます。 

 これは高齢者に限らず、子育て支援もそうなんで

すけれども、これからの産業というのは、こういう

方面にどんどん特化していくことが一番大事なこと

かなと思います。 

 その支援がどのようにできるかをお聞きしたいと

思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 湖西市の１月末現在の高齢化率は28.6％で、既に

人口の４人に１人が65歳以上の超高齢化社会となっ

ております。 

 また、今後さらに高齢化が進むことを考慮します

と、企業などにとって高齢者向けのサービス開発の

重要性が高まることが予測され、未来に向けて既存

の事業、製品やサービス等の見直しに取り組む企業

などへの支援が必要だと考えております。 

 このことから、市では、従来にない新製品、従来

の製品に改良を加えた製品などの開発に活用いただ

けるクラウドファンディングによる資金調達支援や

それらの販路拡大を図る企業などの展示会出展費用

補助に取り組んでおり、本年度も市内企業が新規開

発したリラクゼーション商品の販路開拓や顧客獲得

を目的とした展示会への出展費用を支援いたしまし

た。 

 今後も引き続き企業などにとりまして必要な支援
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を実施してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今、部長がいろいろ説明した

わけでございますけれども、やっぱりアクション、

常にアクションを起こしてないと、物事って前に進

んでいかないもんですから、いろんな方面でそうし

たそのアクションを起こしていただきたいなと思い

ます。 

 それでは最後になりますが、４番お願いします。 

○議長（馬場 衛） 大きな４番ですね、はい、ど

うぞ。 

○18番（二橋益良） 地域のつながりの希薄化など

の社会変化がある中で、市民の安心安全のための地

域コミュニティづくりをどのように支え、発展させ

ていくのかお聞きしたいと思います。 

 ちょっと項目別に分けてありますので、まず１番、

防災訓練等の実施がコロナ禍において停滞している

が、従来以上の対策を構築していくお考えを聞きた

いと思います。 

 訓練がないものですから、そこを省いた訓練だと

思うんですけど、ちょっと片手落ちなんですよね、

この３年間。今ここで戻そうと思ったら、いや、避

難するだけでいいじゃないかなとか、いやちょっと

そこまではまだまだできないかなというような後ろ

向きの住民感覚がございますので、特にこの防災に

ついては、いつ何が起きるか分からないし、人の命

がかかっておりますので、早急にこの対策をしてい

くべきかなと思いますけれども、お考えを聞きたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（安形知哉） お答えをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴いまして、

自主防災会では、防災訓練を自主的に中止したとこ

ろもありましたが、参加者を制限して少人数での開

催や集会場に避難持ち出し袋や被災状況の写真パネ

ルを展示するなど、おのおのが創意工夫をして防災

意識を絶やさないようにしていただいております。 

 令和５年度には、静岡県、浜松市、湖西市の共催

による総合防災訓練を実施いたします。この訓練で

は、湖西運動公園におけるヘリコプターを使用した

搬送訓練をはじめ、自衛隊、警察など、関係機関や

地域住民の皆様が参加する会場型の実働訓練を計画

しており、この訓練を機に、防災に関する機運を高

め、まずはコロナ禍以前の状況に戻すよう、関係機

関と顔の見える関係を構築し、より実効性のある訓

練になるよう努めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 都合のいいことに、来年度、

一応予定されている県の防災、これに一つ特化して、

前向きに進んでいければ住民感覚もそっちに移って

くかなと思いますので、そこら辺を焦点にお願いし

たいと思います。 

 それでは②のほうにいきます。 

○議長（馬場 衛） ②ですね、どうぞ。 

○18番（二橋益良） 地域の防犯パトロール等の啓

発活動をどう支えていくのかということなんですけ

れども、なぜここで防犯パトロールを出したかと申

しますと、お年寄りは外へ出ないから情報が入らな

い、情報が隔離された状態で最近もう毎日のように

詐欺電話が入ったり、そうしておるのをやっぱりあ

る程度、啓蒙していかないといけないなと、そうい

う意味で、この防犯パトロールというのは、もうそ

れこそ今から15年ぐらい前に防犯の拠点をつくって、

もうそれは取り壊しちゃったんですけど、青少年ホ

ームのところ、拠点づくりはいいあれだったんです

けれども、それがいつの間にかなくなっちゃって、

今やっているのは、どうかな、表鷲津と南上の原か

な、かろうじて白須賀のほうでも何かやっているみ

たいですけど、前になかなか進まないんですよ。 

 やっぱり全体やるというのは難しいかも分かりま

せんけれども、余り地域にこだわっちゃうと、その

地域だけを回るようになっちゃうもんですから、も

しこれからの防犯パトロールを仕掛けるなら、東中

西、北部とかというふうに分けて、その範囲でみん

なで協力して回りましょうよということが大事かな

と思います。 

 非常に防犯パトロールやっていますと反響が多く

て、昨日スピーカーで流れた声聞きましたよとか、
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あるいは子どもたちが回ってくれているってありが

たさが如実と映ってくるんですよ。 

 ですから、この防犯パトロール、余りばかにした

もんじゃないかなと思いますので、これからもこの

活動を活発化するためにぜひ支援をお願いしたいと

思います。 

 最後の③になりますけれども。 

○議長（馬場 衛） ２の回答はいいですか。 

○18番（二橋益良） いいです。 

○議長（馬場 衛） それでは、③へいってくださ

い。 

○18番（二橋益良） 若い世代で構成される消防団

は将来的に地域においてかつ活用可能な人材と考え

ているが、消防団という組織をどのように地域コミ

ュニティづくりに活用していくのかをお聞きしたい

と思います。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 消防団は、働き盛りの若い世代で構成された地域

防災のかなめであり、なくてはならない存在となっ

ています。 

 また、消防団と地域との関わりについては、地域

により多少差はありますが、入出地区を管轄する第

７分団では、定期的に行われる防災訓練のみならず、

お祭りや盆踊りの警備に加えて、地域の運動会や大

掃除へも消防団が参加するなど、地域と密接な関係

を維持しています。 

 消防団は、地域密着性の高い組織であるため、消

防団と地域が互いに連携することにより、地域防災

力はさらに向上するものと考えています。 

 そうしたことから、地域との関わりが比較的少な

い分団については、地域から声がかかるのを待つの

ではなく、消防団の方から積極的に地域活動へ参加

するよう、消防本部から消防団の分団幹部へ伝えて

まいりたいと考えています。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 本当に若い世代ながら、消防

団の活動って幅広いんですよね。 

 要するに、防災もあれば、あるいは地域のコミュ

ニティに入って応援をしたり手伝いをしたりするっ

ていうこういう場面もございます。 

 ですから、一律に非常勤の消防団と言われちゃう

とおかしいかなと思います。 

 地域にやっぱり率先して入っていって活動するこ

とが一番大事なことかなと思いますので、くどくも

言うんですけれども、私は唯一若い世代で地域に付

き合えるというのはもうこの消防団しかなくなっち

ゃったんですよね。昔は青年団があったり婦人部が

あったりして、いろんなお仕事をされていた。しか

しながら今本当に残っているのは自治会とこの消防

団が主なものであって、それと若い世代がやっぱり

地域の最初の付き合いができる、大事な組織である

ということを再認識していただいて、これからも若

い世代の育成に、若い世代の育成をすれば、自然に

その年代が増えていくことによって、自治会も活性

化するし、自治会の役員にもなる人が出てくると、

ですからこれ原点だと思いますよ。 

 私は、最近の消防団に感じておりますのは、昔は

消防団というのは何か特権階級みたいに肩で風を切

って歩いて、それが誇りに思っていたという時代も

ありました。しかしそれはそれとして、今の若い世

代のニーズって、また全然違って、昼間、要するに

何か訓練をやって、たまには意見交換というか、懇

親を図ろうというと、昔の時代は行事に参加しない

でも夜になると人がたくさん集まってしまった。飲

むだけに来るって。だけど今の若い人たちというの

は、 

家庭を大事にするもんだから、ちゃんと律儀に行事

には出てきます。しかしながら、じゃあ夜懇親を図

ろうかなっていうと、みんな家庭があるからといっ

て帰っちゃう。これが今現在の若い人たちのニーズ

じゃないかなと思いますので、交流を深めるという

のは難しいところもありますので、ぜひこれからこ

の消防団、若い世代を大事にして、地域づくりの核

になるようにお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、18番 二橋益良君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般
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質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。本日はこれにて散会いたします。お疲

れさまでございました。 

午後２時00分 散会 

───────────────── 

 


